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台端における粒子の逆流現象に関する考察

 

Consideration on backflow phenomenon of particles at edge of

platform
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　我々の先輩が椀がけした火山灰粒子、頁岩をヤスリで削った粒子、ミョウバンを乳鉢ですった粒子で「粒子

の動き始める風速」の実験を行っていた。その際、台端において、粒子がギリギリ動くか動かないかの風速

で、粒子が風の吹く方向と逆に動く現象を発見した。 

　我々はこの現象が起きる原因を以下の様に考えた。 

　・台に風があたるときに気流の乱れが生じ、火山灰粒子がその気流にさらわれ逆流するのではないか 

　・ヨットが風に逆らって進むように、鉱物粒子の結晶面が帆のようなはたらきをして逆流するのではないか 

　そしてこの仮説を証明するために2つの仮説実験を行った。 

　１つ目は風洞を作成し、線香で気流の乱れを観察した。 

　２つ目は１５種類の木製結晶系模型標本にエアコンプレッサーの風を当て、結晶系模型が逆流するかを観察

した。 

　１つ目の実験結果としては「逆流らしき気流の乱れ」が観察できた。 

　２つ目の実験結果としては単斜晶系錐型だけが逆流を起こした。 

　現在、厚紙で結晶系模型を作成しサーキュレーターの風で逆流が起こるか実験を進めるとともに、火山灰粒

子の逆流の動画を解析し、鉱物の結晶系と逆流現象の関連を調べている。
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